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堀江地区タウンミーティング（要約） 
                      平成２５年５月２６日（日曜） 

 
【市長】 皆さんこんにちは。今日は日曜日で、休日です。皆さんおくつ

ろぎのところお集まりいただきまして、ありがとうございます。皆さん御

存じのように、このタウンミーティングは、市内全地区、旧北条、旧中島

を入れますと全部で４１地区に分かれるんですが、この地区ごとに開催し

ております。開催にあたりましては、堀江地区まちづくりコミュニティ会

議の石丸会長を初め、役員の皆様にお力添えいただきまして、ありがとう

ございます。私が就任して始めさせていただきまして、それは、役所で待

ってるのではなくて、各地に我々出向かせていただいて、地域のお困りの

こととか課題とか、また魅力についてお聞かせいただこうということで始

めました。最初市長の任期は１期４年、４８カ月ですので、１カ月に１回

のペースで回っていけたらと考えていたんですけれど、できることからす

ぐ市政に反映させていきますので、おかげさまで好評になりまして、思い

切って前倒しをして２年２カ月で１巡目は回らせていただきました。やり

っぱなしにしない、聞きっぱなしにしないという思いを大事にしたい、こ

れからも現地現場を大切にしたいと思いましたので、１巡で終わるのでは

なく、２巡目に入ろうと思いまして、今回、堀江地区が２巡目の最初とい

うことになります。堀江地区の場合、皆さんからご意見をいただいて実現

できたのが、海の駅、「うみてらす」などがまさにそれになります。あれ

は皆さんからご要望いただいて、ご要望だけでなく、青空市とか夏祭りを

したりして、ただ要望するだけでなくて、皆さんが実際に動いてくださっ

たので、あれだけ早く「うみてらす」ができたと思っています。今日も皆

さんといい話し合いができればいいなと思っていますので、どうぞよろし

くお願いいたします。また今日は、ほりえゆめくらぶからたくさんお子さ

んたちも来てくれていますし、９０分ずっと肩肘張ってると疲れますので、

肩肘張らずにざっくばらんな議論ができればと思います。今日はどうぞよ

ろしくお願いいたします。  

【女性】 堀江小学校でＰＴＡをしております。よろしくお願いいたします。

市長さんに通学路の安全対策についてお願いしたいことがあるんですけ

れど、先日地域の皆様も含めて通学路の危険箇所を見回りました。そこで、

一部の通学路が車の抜け道になっておりまして、スピードもかなり出して

いて、狭いので大変危ないということをすごく感じました。それでお聞き

したいんですけれども、昨年度赤いカラー舗装をされたところが別のとこ

ろで１カ所ありまして、それがドライバーの方にも大変目立っていいとい
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うことで、今回の場所についても赤くカラー塗装とかをできないかという

ご意見が皆さんから出されました。子どもたちの安全を守るためですので、

お願いできませんでしょうかということをお聞きしたいです。  
【市長】 わかりました。まず私からご説明させていただいて、教育委員

会に渡そうと思いますけれども、こちらに松山市役所のホームページが出

ているんですけれども、学校ごとの、例えば堀江小学校だったら通学路に

はこういうところに危険なところがあります、こういうふうに改善してい

く方向ですというのを出しております。経緯から申しますと、去年の４月

に京都のほうで、通学路で不幸な事故がありました。ああいうことが松山

であってはいけないということで、松山市独自に一斉点検しよう、そして

大がかりなものでは、去年の夏休みには国も県も市も一緒になって警察も

先生も親御さんも一緒になって緊急点検しました。できることから改善し

ていこうということでやらせていただいております。皆さんもご家庭に帰

ったら見られる方は見ていただければと思うんですが、教育委員会から補

足してください。  

【生涯学習政策課長】 今市長が申したとおり、先般通学路の緊急点検を

一斉に行いました。約３００カ所ありまして、松山市全体で言いますと１

００カ所の改修等を行ったところです。これを最後にするということでは

ありませんので、また皆さんのご意見を聞きまして、場所を確認し、先ほ

ど言いました赤いカラー塗装、堀江に１カ所あると思うんですけれども、

できるかどうか検討したいと思いますので、後ほど場所を教えてください。

よろしくお願いします。  

【市長】 我々今日終わったらすぐ帰るわけではありませんので、生涯学

習政策課長まで言っていただいたら対応させていただきますし、また対応

が決まっている場合はお知らせできますので。通学路のことで一つ申し上

げますと、よくあるのが道路があって横に水路がある場合があります。あ

の水路を埋め立ててくれたら道が広くなって、安全になるんやけどと言わ

れることがあるんですけれども、実はさまざまありまして、水路は農業さ

れてる方が使っているケースが多いです。ふたを閉めてしまうと一見道路

が広くなってよさそうですけど、水路にごみがたまった場合に掃除がしに

くいということで、農業関係の方はできたらあまりふたはしたくないとい

う傾向があります。その気持ちはわかります。という理由でなかなか進ま

ないということと、逆に水路にふたをして道が広くなると、抜け道になっ

て危なくなるケースがあります。ですのでよく状況を調査しながらやって

いかないといけない。カラー舗装の場合は比較的安くできますので、カラ

ー舗装をさせていただくことが結構多いです。もう一つ、ガードレールつ
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くってくれたら子どもたちすごく安全じゃないですかって言われるケー

スあるんですけれど、確かにスペースがあるところはガードレールすると

いいんだけれど、沿道のほうの車の出入りがしにくくなるということで、

ガードレールは難しいという側面があります。ですからいろいろ調査して

やるということになります。このように堀江小学校もここに出ているだけ

で 11 カ所の改善が必要とされるところが出ていて、そして赤でこういう

ふうに変えていきますということで出ていますので、また見ていただいた

らと思います。よろしくお願いします。これで終わりではないので、危険

なところがあったらまた言っていただいたら、すぐに改善していきますの

でよろしくお願いいたします。  

【男性】 今の関連質問です。町内会長しております。よろしくお願いし

ます。通学路の安全点検されて危険な箇所、先ほど言われましたけれども、

路上駐車をされているともうそこが危険箇所になるんです。常習犯みたい

なのがおって、ちょうど通学路になっていまして、危険なんで、町内とし

て路上駐車禁止とかしたらええもんか、よければ松山市として、市道にな

りますんで、路上駐車で危ないんで、そこは駐車遠慮願いますとかいうよ

うな立て看板をしてもらえれば、町内会としても取りつけいたしますので。

先日もごみの集積所の看板を希望のところあげますということでいただ

いてつけさせていただきました。非常に啓発としてよかったんで、できれ

ば路上駐車も、危険箇所以外にそういう盲点があるということで考えても

らったらと思います。  

【都市政策課長】 都市整備部都市政策課の松本と申します。まず市道に

止められた車ということで、市のほうで警察と協議をいたしまして対応で

きるようにしたいと思いますので、後ほどまた場所をだいたいどのあたり

ということで教えていただいたら対応したいと思います。  

【市長】 今警察のほうでは、交番からパトロールを重視する形で、今パ

トカーがくるくる走っている光景が昔より見られるようになったと思う

んですけれども、人員のこともあるんでしょう、パトカーで回るケースを

増やしていくと警察から聞いてます。推測すると、看板も一つ効果がある

と思うんですけれども、やっぱり看板置いとっても置く人っていますよね。

ですので、見つけられたら警察のほうに連絡されるとパトカーがまわって

きて、ここは路上駐車しちゃだめですよ、そこは路上駐車禁止のところで

すかね。  

【男性】  ちょうど三叉路のところです。  

【市長】 悪質な場合は警察に直接言ってもらう合わせ技がございますの

で、警察に動いてもらうというケースも有効かと思います。また場所を教
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えていただいたら、こちらから警察にも言っておきますので。  

【男性】 堀江地区社会福祉協議会です。先ほどの前回の２問については

了解しましたので、よろしくお願いします。実は松山市で６５歳以上の単

身者の全戸訪問調査を昨年１０月ぐらいからやっておられるとお聞きし

ておりました。実は堀江地区でも６５歳以上の一人住まいの高齢者が包括

支援センターの調査では７５０人ぐらいおられる。そのうちの２００人ぐ

らいは民生委員さんのお世話で申請して訪問して調査をしていただいて

ると、みまもり員さんもやっておられるんですが、その調査結果がどのよ

うになっておられるんだろうか。３月か４月には結果が出ると聞いていま

す。堀江の調査員も、何回もお伺いしたけどおられなかったということで、

かなり遅れているんではなかろうかと思いますけれども、その調査結果に

つきまして、説明をしていただけたらと思います。  

【保健福祉政策課長】 保健福祉政策課長の高橋と申します。調査結果に

つきましては現在とりまとめをしております。６月の民生児童委員協議会

会長会で詳細についてはお示しする予定になっております。概要につきま

しては、住民票上の６５歳以上の単身の高齢者世帯、約３６，０００人か

ら介護施設に入っているとか、すでに民生児童委員さんでみまもりをされ

ている方を除いた２１，０００人に対して調査を行いました。その結果、

独居と確認できた１２，０００人のうちおよそ８割の方については日常の

生活の中で相談できる方とか、緊急のときには連絡できる方がいると答え

られています。約１，５００人の方が、民生児童委員によるみまもりを希

望されている状況になっています。  

【男性】 それで、やはり自主防災の関係もございまして、個人情報の問

題もございますけれども、できれば自主防災と社協の役員への名簿の提出

いただけたら、私たちも活かしていきたいと思いますので、考慮していた

だけたらと思います。以上です。  

【保健福祉政策課長】 名簿と、その今後の活用につきましては、その調

査結果を地区の民生委員協議会の会長さんにお渡しするようになってお

ります。市役所としましては、社会福祉協議会と情報を共有して、みまも

りを希望される方の状況の確認とか、昨年９月に松山市見守りネットワー

クを立ち上げたんですが、そういうときの安否確認に活用させていただく

ようにしております。  

【市長】 今日はお子さんも来られてるのでわかりやすく言いますと、松

山市は人口が５２万人。四国で一番大きなまちなんです。６５歳以上でお

一人で暮らしているおじいちゃん、おばあちゃんが３６，０００人います。

その人たちから介護施設に入っている人、すでに民生児童委員さんのみま
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もりを受けてる人１５，０００人を引いた、残り２１，０００人に調査し

てるんです。もし大きな地震があったときどうやって逃げますかって話を

聞かせていただいてるということです。市役所も頑張るんだけれども、民

生児童委員さんとか、また今は企業の方も参加してくださって、例えば郵

便屋さん毎日のように家に来るでしょ。新聞屋さんも来るでしょ。そうい

うときに郵便物がいっぱいたまっとったら、あっ何かあったんじゃないか

なって思いますよね。で、高齢者見守りネットワークっていうのを１９の

団体や企業さんが入ってやっています。ますます増やしてるんだけど、今

そういうふうにしてお一人暮らしの方が病気になっても対応できるよう

に仕組みをつくってるということです。  

【男性】  堀江地区の高齢クラブ連合会をやっております。１０クラブ、

６０３名、その中には一人住まいで弱い方も含まれてる場合もありまして、

社会福祉協議会のお世話になっております。今日は市長さんに大きなお願

いがあるんですが、そのお願いを先に申し上げます。堀江地区に、小学生

と我々年寄りが簡単に気楽にふれあう場所、例えばふれあい児童館という

ような施設をお願いできないだろうか。これが結論です。我々１０クラブ、

６０３名は、３年前から高齢者学級のテーマを決めまして、一昨年は元気

な１００歳を目指してをテーマにシンポジウムを開催しました。その結果

はグラウンドゴルフの参加者が年々増加して、健康になりつつあるという

実感があります。昨年は命を守るというテーマで、大規模災害時の避難場

所、避難経路をクラブごとに作成しました。その際には市から現地に派遣

された看護師の方を講師に派遣してくれまして、現場の声を聞いて勉強に

なりました。この大規模災害時の避難に関しては、初めて取り掛かったと

いうことで、これからの残された課題のほうが大きいと思っております。

で、今年は教育支援と連合会の役割というテーマで、実は第１回目を先だ

ってやりました。堀江地区は先ほど市長さんのお話にもありましたとおり、

教育支援のコーディネーターが実に鮮やかなコーディネートをされまし

て、伝統的に学社融合が果たされておる中で、先の短い年寄りがなんとか

地域にお返しするという、何ができるかということで、教育支援のあいさ

つ運動、それから児童みまもり、この二つをテーマとしてなるべく広い範

囲で以前よりはお年寄りが活動しだしたというように変わっていきたい

と思っております。そのためにも、まあすぐにはふれあい児童館設立とい

うことにはならんと思いますが、「うみてらす」が実現したスピードを見

ましたら、案外我々の目の黒い間に実現するんじゃないかと期待しており

ます。１０クラブのうち３クラブは開校日以外、土・日、祝日、祭日とか

放課後のなるべく児童を巻き込んだ世帯交流の催しを計画しております。
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これも年々成果をあげておりまして、それをやるクラブも増えつつありま

す。で、少子高齢化社会、なんとか将来の国の宝である子どもさんへの支

援ができないか、子育て中のママの支援ができないかということで、地域

でお年寄りができることいろいろ工夫してやっていきたいと考えており

ます。どうぞよろしくお願いいたします。  

【市長】 今ふれあい児童館というお話が出ました。私もできればいいな

と思います。例えば松山で言いますと、清水小学校にそういう場所ができ

ています。あそこは清水小学校の建物を利用して地元の高齢者の方と子ど

もたちがふれあえる場所ができていますが、あれは清水小学校が姫山小学

校と分離して、空き教室がたくさんできたので、子どもたちとお年寄りが

交流する場ができました。今私もそういう場所がないかずっと見てるんで

すが、なかなか空き教室がない。昔よりは少ない人数でやりましょうとい

うことになってきております、そして多目的ホールとして使ったりとかで

なかなか空き教室がないというので、たちまち堀江小学校でそういう場所

ができるかというとちょっと難しいと思います。児童館の話で言いますと、

地区と児童館との距離が一番遠いのが北条地区で、児童館までの距離が大

変遠いです。堀江の支所から一番近いのは久枝児童館まで４．２㎞ですが、

北条の例えば浅海から一番近い児童館となると久枝になってしまいます

ので、１６．９㎞とか、立岩だと１５．１㎞とか、北条中心部でも１２．

５㎞とかやっぱり３倍以上遠くなってますので、どちらかというと北条地

区に児童館を設置するのが先になろうと思います。まだ最終決定ではない

んですけれども。だったらどうするかというと、この堀江の場所に土地を

買って、建てるとなるとやっぱり最初の初期投資、維持管理費用が要りま

すので、その形ではなくて、どちらかというとソフト面をバックアップす

る形での交流をしていただくことになろうかと思います。なかなか厳しい

ですというお話をして申しわけないんですけれども、今松山の課題として

は、松山外環状道路をつくっています。あれは松山インターチェンジと空

港との間が時間がかかりすぎてるんです。３０分以上、こんなところはそ

んなにないです。地元のインターチェンジと空港が３０分以上かかります

ってところが全国で４カ所だけあります。一つは松山で、あとの三つは北

海道です。あの大きい北海道と松山が同じ状態になっているのはなぜかと

いうと、松山はインターチェンジから松山市内朝生田、天山のほうに入っ

てきて環状線で新空港通りを通って空港へ、わざわざ街中に入ってくるん

ですけれども、斜めに通しちゃったほうがいいということで、外環状道路

を国、県、市で共同してやっています。あとＪＲ松山駅、古いですね。あ

の松山駅周辺整備をしなければいけない。で、水問題も解決していかなけ
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ればならない。そしてどんどん高度成長時代につくった建物が古くなって

きています。松山市民会館、今延命するために耐震化していますけれども、

コミセンも古くなってきました。こういうことをどうするかというところ

で、多額の費用がかかりますので、もちろん無駄には使いませんけれども、

松山、財政的にはいいほうですけど、そんな松山でもなかなか課題は多い

ので、なかなか建ててっていうのが難しいのが現状です。  
【女性】 内宮中学校３年です。３月に「うみてらす」ができて、青空市

とかお祭りとかで結構にぎわっていると思うんですけど、普段の「うみて

らす」は、今日も行ったんですけど全然人がいなくて、ちょっとさみしい

なと思ったので、何か「うみてらす」が普段ももっと人が来れるような施

設とかがあったらいいなと思います。  

【都市政策課長】  私も先ほど改めて現地へ行ってきました。そしたら、

中学生の子が見てたよという話を聞きまして、たぶんそうじゃないかなと

思うんですが。皆さん、「うみてらす」は行かれたことがございますでし

ょうか。たくさん行かれてると思います。先ほど市長が言いましたように、

今年の４月からバスが運行されております。広場の整備で駐車場を４５台

ぐらい、自転車、駐輪場を４０台ぐらい、今年度整備するように予定をし

ております。駐車場についてはバスが運行されますので、そこへ車をおい

ていただいて、バスに乗っていただくということもしていただいたらと思

います。実際に休憩所、トイレとか自動販売機とか、また２階に上がると

非常に景色がいいです。そういったことのほかにということで、ぜひ、地

元のコミュニティ会議の方とも協力をさせていただいて、地元を通しての

ご意見も聞かせていただいた上で、今後、青空市や十七夜などのお祭り以

外にも、いろいろと活用していける方法を考えていきたいと思います。  

【市長】 いい質問をいただきました。ありがとうございました。まちづ

くりで覚えておいてほしいのが、何も知らない行政が、地域の声もよく聞

かないで押しつけるとだいたい失敗する。もう１回言いますよ。行政が、

地元の声も聞かないで、意見調整もしないで、押しつけると失敗する。最

初に言った海の駅は、地元の方の動きがありました。昔は二つのフェリー

の航路があった、とってもにぎやかだったけど、さみしくなってきた。で

もこの堀江を何とかしたいという動きがあったのであれができたんです。

屋内、屋外、さまざまなイベントに活用できる場所、堀江港からの景色を

堪能できる施設にしてほしいという要望を受けたので、イベントにも十分

対応可能なトイレの個数を確保した。ヨットスクールや産直市など多目的

に利用できる休憩室、イベント開催時にステージとして使用できる屋外テ

ラス、来られた方がゆったりくつろげる屋上の展望台。いろんなコミュニ
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ティ活動に使ってもらえると思っています。で、一番堀江の魅力、堀江で

何を見てもらいたいか、何を売ったらいいか、一番知ってるのは、堀江に

お住まいの皆さんですよね。何を見てもらえたらいいだろう、何したら盛

り上がるだろう、一番堀江のことについて御存じなのは堀江の方です。そ

れは行政がやるよりも皆さんが一番知っていると思います。だから皆さん

のほうで主体的に動いていただいたほうが、もちろん松山市何もしません

というんじゃないんです。皆さんが動かれるのをサポートしていくほうが

きっといいイベントになると思います。ですので、与えられるというんじ

ゃなくて、地元が動いていくというほうがいい形になると思います。ちょ

うどホタルの季節になったんですが、坂本地区、松山の奥、三坂峠の下で

す。坂本ではホタル祭りを長年地元の方が中心になってやっているんです。

「うみてらす」みたいな施設ができているわけじゃありません。大黒座と

いう、昔の酒蔵を活用してやっているんです。せっかくいい、「うみてら

す」という場所ができましたので、ヨットの係留施設６隻分つくってます

けども、あれは瀬戸内海でヨットやクルーザーをお持ちの方が来れるよう

にしているものです。ＪＲの堀江駅が近いですから、歩いて、またパーク

アンドライドの場所としてバスも来ることになりましたので、そういうヨ

ットで来られた方が、バスやＪＲに乗って道後温泉に入りに行くこともで

きる場所です。そういう恵まれた点が多々あるのが「うみてらす」ですか

ら、条件としては悪くない、どちらかといえばいいので、多いに活用して

いただけたらと思います。よろしくお願いします。これ、担当は空港港湾

課になりますので、地元で意見をまとめてやっていただいたらと思います。 

【男性】  民生委員をしております。先ほども津波の話が出たんですが、

この堀江地区は津波に対しては全く無防備な状態ではないかと思います。

それでまず、この堀江公民館に屋上の避難場所をつくっていただきたいと

思うんです。ここは災害時の避難場所になっておりますが、ここまで、２

階までなんですね。この屋上に避難場所をつくっていただいたらと思いま

す。さらに、この近くに山崎の丘という小高い３０ｍほどの山があります

が、この山頂には３本ほど山道があります。非常に避難場所としてはいい

んじゃないかと思いますので、この山崎の丘に避難場所をつくっていただ

いたらと思います。ここは山頂に登りますと、非常に風光明媚な堀江湾が

一望できます。一度登ってみてください。  

【消防局総務課長】 消防局の中矢と申します。ここの屋上を避難場所に

という話ですけど、堀江公民館は、Ｇ .Ｌ .（地盤の高さ）で４．８ｍあり

ますので、現在の想定ではここまでは津波はこないものと想定しています。

それと、すぐ近くに堀江小学校があり、標高１０ｍ近くありますので、そ
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ちらに避難していただければ、今のところ安全ということで、先ほど市長

からもありましたように、愛媛県が詳細な市や町単位での被害想定を今調

査しておりますので、その調査結果が出ましたら、それに合わせてまた検

討をしていくようになろうかと思います。それと先ほど、堀江地区は津波

に対して無防備とおっしゃいましたけれども、津波に対して、堀江地区が

地区をあげて一番多く訓練していただいてると、私のほうは認識しており

ます。昨年の津波防災の日に合わせた訓練も、千人を超える方が参加して

いただきましたし、一昨年の石井小学校をメイン会場とした総合防災訓練

のときも堀江は津波避難訓練をまちをあげて実施していただいておりま

すので、そのような日ごろの堀江小学校に逃げていただくという訓練が、

今後役に立つのではないかと考えております。  

【男性】 堀江小学校おやじの会、代表をさせていただいております。よ

ろしくお願いします。一つお願いで、堀江小学校のテントをしまう場所を

一つ、一つと言わず二つでもいいんですが確保してほしいと。実は今テン

トをしまうのが、プールの下ということで、高さが１４０ｃｍくらいです

かね、ここは皆さんかがんで入って、中腰で作業しないとできない。単に

運動会で使うとかなんとかだったらいいんですが、堀江地区は各地区で運

動会とかいろんな催し物をやっております。先日も青空市、このときも十

数張り堀江小学校からテントを出しました。いろんな方がお手伝いしてい

ただくんですけど、腰を痛めたとか、頭を打ったとかありますので、難し

いお願いじゃないと思いますので、ぜひひとつよろしくお願いします。  

【市長】 これについては早速学校長と教育委員会で確認をして、どうし

ましょう。何か補足を。  

【生涯学習政策課長】 生涯学習政策課津田と申します。今のは、プール

の下にあるテントの倉庫をどこか屋外ですね。  

【男性】 どこかちゃんと立って出し入れできるような設備が欲しいんで

す。  

【生涯学習政策課長】 わかりました。学校長と協議させていただきます。

場所の問題も必要かと思いますので。  

【市長】 だいたい昔の建物というのは個人的な感想ですけど、あんまり

利便性は考えられてないですね。今、体の不自由な方も利用しやすいよう

に、ユニバーサルデザインとよく言うようになりましたけども、手すりが

ついたり、高齢の方でも、足の悪い方でも行きやすいようにと。例えば公

民館、堀江公民館は男女のトイレは別々だったと思いますけど、古い公民

館なんかは男女一緒のところありますから、しにくいですよね。ですので、

公民館の耐震化と合わせて、男性トイレと女性トイレを別にするようにし
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ているんですけど、昔の建物というのは使いやすさという面ではもうちょ

っと心配りしておいたらよかったかなと思います。  

【男性】 堀江のボランティアグループふるさとを愛する風の会、略して

愛風会と言ってます。私たちは月に１回小学生らと共同で町内の美化活動

とかを行っておりますが、お願いしたいのは、川のことです。堀江地区に

権現川、郷谷川のちょっと大きい川が二つあります。その川の中の草刈り

をしたんですけども、たまたま去年、草を刈った２、３日後に大雨があり

ました。刈った草が海に流れたんです。それで、漁協の組合長さんから、

そんな草刈って海に流してもらっては困る、刈った草は始末してくれるん

だったら刈ってもらっていいと怒られました。それで、川の中の土砂が１

ｍ以上高いところはたまっているんです。その上に雑草が生えるものです

から、大雨が降ったり、もし津波が起こって逆流した場合はすぐ水があふ

れると思うんですけど、川の中の川ざらいをしていただきたいというのが

お願いなんですけど、よろしくお願いいたします。  

【都市ブランド戦略課長】 産業経済部の矢野と申します。おっしゃるよ

うに、権現川とか、草がたくさん生えてて、川の水が流れる部分が非常に

少なくて、おっしゃるとおりだと思うんです。私も最近見かけるときがあ

ったんですけども。権現川が県管理河川ではないかと思いますので、草刈

りとかについて市ができるのか、県ができるのか、そのあたりまた持ち帰

らせていただきまして、検討してご報告をさせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。  

【市長】 今回も、１カ月を目途に地区に答えを必ず返させていただきま

す。皆さん国道はまだわかりますけども、どこが国道で、県道で、市道と

かわからないですよね。この川は県が管理しているか、市が管理している

かわからないですよね。わからないと思いますので、どうぞ我々に言って

ください。それで市から県にこのような話がありましたとお伝えすること

もできます。どうぞ遠慮なく我々に言っていただいたらと思います。これ

は縦割りとかではなくて、皆さん御存じのように一市民から出た人間です

けれども、両立てが一番伝わりやすいです。例えば、このようにタウンミ

ーティングで言われて、県の事柄だったら、市から県に伝えます。で、皆

さんからも伝えてもらうと、例えば、道路の話で、ここをちょっとだけ、

この路肩のこの物が邪魔になっとるけん、これをちょっとのけたらええだ

けということでも直接伝わらないと、えらい大仰に構えられて、なかなか

工事が進まなかったりということもあるので、皆さんから直接伝えていた

だくとそんな大がかりなことじゃない、こういうことだけしてもらえたら

ええんじゃがねとか伝わりやすい部分があります。我々からも伝えますし、
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皆さんからも直接伝えてもらう、この両方というのが一番伝わりやすいと

思っております。  

【女性】 私は堀江支所の時報サイレンについて要望させていただきたい

と思います。現在、堀江支所では朝昼夕決まった時間にサイレンを鳴らし

ているようです。これは屋外作業者のみならず、周辺住民に時間を知らせ

たり、子どもたちに対しては、起床時間や帰宅時間の目安となって規則正

しい生活習慣を育てる一助となって大変有意義なものだと思っておりま

す。ただ、私の家はちょっと支所から離れたところにありますので、毎回

聞こえるというわけにはいかないんですけれども、所用があって公民館や

堀江小学校へ来た際に耳にすることがあります。そのときに感じたのです

が、現在はサイレンです。これは非常時や火災発生時のサイレンと同じに

聞こえるんです。そうするといつも聞いていない者にとりまして、これは

何なのと混同することがあります。またご近所で毎日聞いている方にとっ

ても、サイレンというのはあまり心地いい音とはいえないんじゃないかと

思うんです。それで、この時間を知らせるサイレンを、チャイムかまたは

皆さんがなじみのあるメロディなどに変えていただいたらいいんじゃな

いかと思っております。よろしくお願いいたします。  

【市民部長】 市民部の吉野と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。今まさにおっしゃったとおりで、これはモーターサイレンというんで

すけども、それが今６時、１２時、１８時、２１時と４回鳴っているそう

です。それは地域の慣習として、一日の生活パターンをお知らせするとい

うことでもあるんですけど、まさにおっしゃったとおりで、災害時や火災

時の緊急時の感じがしまして、ちょっと恐い感じがします。そういうこと

はこちらのほうにも入っておりまして、変更にあたりましては、近隣の住

民の方とかまちづくりコミュニティ会議の方とよく相談されて、本当に変

えたいか、このままではいけないのか、変えたいのかということで協議し

ていただいたら、前向きに私どもも考えたいと思いますので、何とぞよろ

しくお願いします。  

【市長】 私からですけど、６時、１２時、夕方６時、夜９時もなってい

るんですか。はあ。結構早く寝る人もいますよね。９時だったら結構。あ

のウーっというやつですか、なるほど。昔は結構そういう地区ありました

よね。まずはご協議いただいて、地元でちょっと集約していただいて、こ

ういう理由で変えてほしいみたいなことがまとまると、地元の協議なしに

変わるよりは、していただいたほうがよいと思いますので、前向きに検討

させていただきます。  

【男性】 体育協会の役員をしております、あわせて、学校施設の夜間開
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放のお世話をしております。今から３０年ぐらい前、社会体育のスポーツ

の普及のために学校をナイター事業ということで、体育館全学校、それか

らグラウンドは中学校、組一つということで堀江小学校グラウンドにつけ

てもらっておるんですが、１５年ぐらい前にグラウンド、南側に拡張した

んですが、照明はその広がった南側の部分だけ移設したということです。

それからバックネットはそのままなんで、バックネットが中途半端な位置

にあるんです。これについては当時の学校長と相談して、移設のお願いを

教育委員会にしてくれんかと言うたら、あんまり本気でやってくれなかっ

たんもあるんです。私が今一番懸念しておるのは、照明を移動したわけで

すから当然そこの部分が明かりが足りないと思うんですが、幸い明かりが

足りないことで、けが人とかは出てはいないんですが、出てからでは遅い

んですが、それについても、教育委員会に行って照明だけ調査してと言う

たと思うんですが、あまり真剣に考えてもらえなかった気がするんです。

ですから、バックネットの移設についてはさほど問題はないので、費用も

かかることですから、そこまでは夜間開放としては、問題視はしてないん

ですが、明かりについては一度調査をしていただいたらと思うんです、照

明灯の数はそのままで、広がった部分だけは当然暗くなっとんですよね。

それとその照明灯も３０年ぐらい経つんで、これ堀江だけでなくて、他の

学校もだと思うんですが、老朽化しておりますんで、コインを入れて自動

に点いて自動で切れるんです。これタイマーの狂いがすごく激しいです。

それから雨が降ったときにショートして切れたりということもあったん

で、その辺のところは、堀江だけでなしに、他の学校も含めて調査してい

ただきたいし、今後どういうふうに対応されるかをお聞きしたいです。  

【生涯学習政策課長】 教育委員会です。今のお話は夜間照明照度をまず

確認するということです。実は先般、昨日もちょうど連絡が担当課にあり

まして、現場を見に行ったようですけど、確かにおっしゃられるとおりに、

かなり老朽化している部分がありまして、ライトが突然切れたりする事例

もあるそうです。早速担当課に調査させる形にしておりますので、またお

時間等が合うようでしたら担当課から連絡させますので、立ち合いをよろ

しくお願いいたします。  

【男性】 まちづくりコミュニティ会議です。お世話になります。お金を

くれくれ言うのはなかなか言いにくいんですけど、まちづくりの交付金を

ちょっと増やしていただけないかということです。現在交付金は、堀江で

は事務費が４０万、事業費が８０万ですから計１２０万で運営しとります

けども、今年の予算ですともう来年の繰越金が４万ちょっとしかないとい

うことで、今のままでいくと来年度かなり大きく事業を削らないかんのか
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なと思っております。事業を削るとなると、せっかくまちづくりうまいこ

といっている、１４部ありますので、その事業部平均が１０万です。これ

をどんどん削っていくとなるとまちづくりの非常に困った状態になると

いう気がしておりますので、全額市の方で負担してほしいいうことなんで

すけど、今の４０万、８０万いうのを、例えば事務費ですと、今８０万ほ

ど使っておりますので、できれば２０万ぐらいプラスしてほしいいうこと

と、事業費については、事業やったらやるほどお金が要りますので、その

分について、今から加算する部分については自己負担も含めた分で結構で

すので、そういう形でやっていただければありがたいと思います。堀江の

自己資金はだいたい６５万ぐらいです。毎年１０万から２０万ぐらい足り

ません。海の駅ができましたのでこちらの方にも事業をやっていこうかな

と思ったりもしよりますので、そのためにも資金がちょっと必要になって

まいりますので、来年度あたりの予算から考えていただいたらと思ったり

します。よろしくお願いをいたします。  

【市民部長】 堀江地区のコミュニティ会議では自己財源で、年間５００

円の会費を徴収した上で、先ほどおっしゃいました４０万と８０万を合わ

せて全部で１５０万余りの市の交付金を活用して活発にやられていると

いうことですので、非常に先進的な取り組みでしていただいて、敬意を表

しております。誠にありがとうございます。ただ、と言いながら誠に申し

わけないんですけど、補助金、交付金につきましては現時点では引き上げ

は、いろいろな関係がございまして考えておらないというのが正直なとこ

でございます。ただ、今後のまちづくり協議会の普及に伴いまして、各地

区の状況に応じて、均一的な状況ではいけないかなと思いますし、さまざ

まな支援策を講じる必要があろうかと思いますので、その際に対象範囲の

見直し等も含めて総合的に検討して参りたいと考えております。なお活動

事業費の財源確保につきましては、市だけではなくて、国や県、また民間

財団などの補助制度なども、情報提供に努めたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。  

【市長】 今日はお子さんもいらっしゃるので、わかりやすく言うと、実

はお祭りなんかの獅子舞とかおみこしとかが古くなってきたら、国・県・

市、そういう行政がサポートするのがあるんですよ。宝くじの費用を使っ

てまちのお祭りなんかの助成をしてくれる制度もあるんですよ。そういっ

た国とか民間の財団のほうも考えられますので、情報提供もまたさせてい

ただいたらと思います、趣旨はよくわかりましたので。  

【男性】 国や県とか市の分は、お願いはしよんですけど、これ結局安定

してないですから。ある程度安定したお金がないとなかなか事業を打てな
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いものもありますので、できたら。大分削らないかん。尻すぼみになって

もどうかなと思います。  

【市長】  わかりました。趣旨よくわかります。ありがとうございます。 

【中学生】 堀江港は今、釣り人たちがいっぱいいるのですが、近くに釣

りの餌を売る場所がないので、そこをどうにかしてほしいので、よろしい

でしょうか。  

【市長】 はい、いい質問ですね。じゃあどうしようか。これ社会科の勉

強だとして、市役所がやろうか。その餌はどこで誰が売ったら一番いいと

思います。堀江港で釣りしよる人が多いの僕も知っています。じゃあ餌を

誰が売ったらいいと思いますか。  

【中学生】  漁業組合。  

【市長】 漁業組合が売ったらいい。なるほどなるほど。漁業組合が。じ

ゃあどこで売ったらいいかな。  

【中学生】  「うみてらす」。  

【市長】 「うみてらす」で。確かにやりようとしてはあるかもしれない

な。じゃあ、今例えば、松山に大きい釣道具屋さんあるよね。で、釣りす

る人は、車で来るよね。そういうところで買ってくるんやないんかな。北

条や菊間から来る人も釣りの餌、向こうから買うてくるんやないかな。ど

う思います。  

【中学生】  そういう人もいる。  

【市長】  そういう人もいる。あ、じゃあ「うみてらす」で餌を売れば、

ちょっとでも儲かるんじゃないかなとか、人が来るんじゃないかなとか思

う。なるほど、なるほど。そう考えることは、すごい大事なことだと思い

ます。いいことだと思います。じゃあ、「うみてらす」の活用方法につい

てもう一つだけ質問すると、あそこどんなに使ったらいいと思う。「うみ

てらす」。場所はできたよね、トイレも綺麗なんできたよね、スペースま

あまああるよね。どんなにして使ったらいいかな。なんでもいい。これテ

ストじゃないから、どうしたらいいと思う。  

【中学生】  遊び場。  

【市長】  遊び場。誰の遊び場。大人、子ども。  

【中学生】  みんなが楽しめる。  

【市長】 みんなが楽しめるとこ。そうかあ。こうやって考えていくと楽

しくなるよね。どうやったら人が来てくれるか。考えると楽しくなるよね。

これまちづくりなんです。今、大人の人から質問出たように、大人も「う

みてらす」うまく活用したいって思ってる。子どもも活用したいって思っ

てる。みんなで意見まとめて、まとめなくてもいいよ、市役所といろいろ
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お話していい場所にしましょうよ。餌を売るのも一つのやり方だと思うか

らいい意見です。みんなのまた刺激になりました。いい意見ありがとうご

ざいました。  

【男性】 内宮中学校です。こうやって生徒が来ておりますし、堀江とい

うまちが大好きです。また、堀江の方々に本当に支えていただいてますの

で、参加させていただきました。二つあります。一つは市長さんがタウン

ミーティングを２倍の早さで行う、また昨日は第７ブロックのあいさつに

来ていただいて、大変身近な存在でいていただいているということは、私

たちが市政を身近に感じることにつながっていると思いますんで、今後も

その姿勢を貫いていただけると私たち嬉しいです。  

【市長】  もちろんです。  

【男性】  二つ目です。私は立場として中学校を預かっております。今、

内宮中学校には堀江地区の子が約３分の２、和気地区の子が約３分の１在

籍しております。入学すると、その子たちは堀江・和気関係なく、内宮と

いう一つの郷土を調べ、そして愛し、いろいろな活動を進めています。例

えば今度１年生が、堀江海岸を清掃します。またいろいろな取り組みを公

民館のほうもやらせていただいております。そういったことで、中学校の

一つの役割としては、私の学校でいうと堀江と和気を繋ぐ、そういう役割

があると思います。実際にここに来ている子どもたちも「ほりえゆめくら

ぶ」の子たちです。ほりえゆめくらぶには馬木の子、和気の子も入ったり

して、子どもたちがすでに地域をつなげていくことにもつながっていくわ

けになります。私の一つの役割はつなげる、あといろいろな活動を通じて

考えておるんですけど、このタウンミーティングが今後４１地区でされて

ますけれども、隣りとかちょっと違ったところのタウン等、つながるとい

うか広がるというところを市長さんどのように考えて進めていかれるの

かを聞かせていただければと思います。  

【市長】 わかりました。これについて、皆さん堀江の方は胸張っていた

だいたらと思います。まちづくり協議会というのを進めておりまして、準

備会含めて１４まできておるんですけども、これ堀江さん早かったんです

よね。こういう組織が堀江が最初にできました。そうですね、このまちづ

くり協議会と、タウンミーティングの２本柱で、両輪で進めていきたいと

思っております。中学校の話題が出ましたけど、タウンミーティングがき

っかけで余土中学校の移転、２０年動かなかったものが決まりました。実

は、余土中学校の移転場所は、坊っちゃんスタジアムに国道から曲がると

ころに大きい敷地、あそこが移転先として構えられていたんですけど、ざ

っと言うと、余土中学校の今ある建物のところが便利やからあそこで校舎
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建て替えてくださいという人と、せっかく坊っちゃんスタジアムに曲がる

あそこの広い場所があるんやから、あそこで移転してくださいというグル

ープと地元の意見が一つにならなかったんです。地元の意見が一つになら

ないと行政としてはなかなか手出しが出しにくいところがありまして、余

土地区のタウンミーティングでその話が出て、皆さんが、意見を統一して

いただくと話が進みやすいんですと言ったら、地元の皆さんがまとまって

くださったんですよね。このように、タウンミーティングによって、地元

にはどんな魅力があって、どんな課題があるかを皆さんが知ることになり

ます。そして、この町どうしたらいいんかっていうのをみんなが考えてく

れるようになります。すると、物ごとが早く進みだすんです。ですので、

このまちづくり協議会と、タウンミーティングの両輪で皆さんが地元のこ

とについて考えて、そして動いていただく、そしていい４１地区ができる

形にしていく。それぞれの４１地区が輝くと、その集合体である松山市は

もっと輝きます。ですので、この両輪で進めていきたいというのが私の考

えです。  

【男性】  学校支援地域本部のコーディネーターをしています。「ほりえ

ゆめくらぶ」を立ち上げました。現在、小・中学校で４５名の子どもさん

たちが入会してくれております。先ほども言われたように中学校の子は和

気地区の子も堀江地区のまちづくりに参加してくれるという非常に嬉し

いことをしてくださっとんですが、先ほど出たんですが児童館という話で

すよね。１年目のタウンミーティングのときも、中学生がぜひお年寄りと

一緒のところつくってほしいということを要望しました。そのときもお金

の問題でだめということでした。今も今度は高齢クラブの方が発表してく

ださったが、今聞いたところによると難しいであろうと。まあ予算的なこ

とがあるので難しいのはわかりますが、堀江地区は前久保田公民館長から

始めて、１２年間学社融合でやってきました。その後も「ほりえゆめくら

ぶ」とか子どもたちをかすがいにしたまちづくりを進めています。２回連

続で子どもから、高齢者から、両方から意見が出たにもかかわらず、ここ

で何も対応ができないというので終わらされるとすごく私としてはつら

い。いろいろよそには負けない取り組みをやってきたつもりですし、これ

からも続けて行くつもりですが、何か一つでも前進がないとなかなか報わ

れないと思いますので、施設をつくれとは言いませんが、いろんなとこの

地区に子どもたちが平等にいろんな機会を得れるように、施設じゃなくて

も公民館を代用するにしてもその人員とか予算とかをつけてもらう。例え

ば久枝児童館とかですと専任の方がおられますが、そういう方が居ないと

こにおりますと、堀江だけではないですけど、いてくだされば子どもたち
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で集まれるところになると思うんですけれど、まあそういうことを今は私

たちがほんとにボランティアでやっていますが、それをいつまでも続ける

のは難しいし、私もなかなか人にお願いすることもできない。施設はでき

なくてもコーディネーター的な人員をつけていただけると、一つでも一歩

でも進めるので、高齢者、子どもたちも納得できるんじゃないかなと思い

ますので、ぜひ何か一つ一歩でも前進するような意見をいただいて終わっ

ていただければと思います。  

【保健福祉政策課長】 先ほど市長が説明したと思うんですけど、今、児

童館は７カ所市内に設置してるんですが、人口のバランスとかを見て設置

を進めております。で、よく新聞報道等で「子ども・子育て３法」が掲載

されてますが、その法律のいろんな財政措置も変わっていきますんで、そ

ういう状況をふまえる中で検討させていただきたいと考えています。  

【市長】 ちょっと確認をしたいんですが、ここで厳しいという見解を示

すことがあるんですけども、持ち帰らせていただいて市役所内でよく検討

させていただきます。１カ月を目安として答えを返させていただきますけ

ど、よくよくお話しを受けて、また今日ご意見いただいて、そして皆さん

からも拍手がありましたけれども、熱意はよくよくわかります。ちょっと

難しいところ、悩ましいところが、今日お子さん来てくれてますけど、横

浜市の待機児童のことが最近よく報道されました。うちも手をこまねいて

いるつもりはないんですけど、平成２７年から「子ども・子育て３法」が

動き出します。我々としては決まったお財布なんです。国からお金が地方

に配分されてくるんですけど、国が今一千兆円の借金を抱えているんです。

ですから地方に回って来るお金がこれから増えるとはなかなか考えにく

い。そういう中で二重投資とか無駄打ちは避けないといけない。平成２７

年の国がやろうとしてる子育てを変えて行こうというのが直前に迫って

ますから、無駄打ちはできないところがあります。そういう部分もあって

よくよく検討させていただく部分があるんですけど、例えば待機児童の問

題も愛媛県内で待機児童の問題があるのは松山市だけと聞いております。

保育所は待ってる人がいるけど、幼稚園は定員割れという状況です。だか

ら国では幼稚園と保育所を統合していこうという形があるんですけど、そ

ういうのが目前に迫ってるので無駄打ちはできないところがあって、よく

よく検討させていただきます。皆さんのほうの想いはよくわかりましたの

で、よくよく検討させていただきます。ハードが難しいんだったらソフト

もやり方あると思いますので、検討させていただこうと思います。  

【男性】 最近近くに煙草とかいっぱいあるんで、ポイ捨てする人も悪い

んですが、ごみ箱とかを増やしていったらいいなと思います。  
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【市民部長】 はい、ごみ箱とかは置いておくと勝手に入れてしまうとか、

いろんな人が悪さをして入れてしまうとか捨ててしまうとかがありまし

て、以前ごみ箱を逆にのけてしまおうということが一時ありました。そん

なことでだいぶごみ箱は減っておりますが、地域美化、ごみについてはい

ろんなことをやっておりまして、特に市内のごみのポイ捨てにつきまして

は、平成１５年７月「松山のまちをみんなで美しくする条例」もつくって、

私たちのまちは私たちの手で美しくを合言葉に、市内の美化活動には取り

組んでおります。それでもやっぱり心無い人の行動が一部ありまして、公

園や道路で言われるようにごみとか煙草とかが落ちてることがあります

ので、そういうことがあってまちのイメージを損ねていることもあります。

美しいまちづくりを推進するということで、地域の人とか会社とかで身近

な美化を進めようというプチ美化運動を進めたり、今度７月１４日にあり

ますが市民大清掃とかクリーンアップ活動とか、市役所もいろんなことで

取り組んでいますので、特に７月１４日の市民大清掃に参加したりして、

みんなで地域を綺麗にしていくということでやっていただいたらと思い

ます。  

【市長】 ごみのことは、結構ごみ箱が昔より減ったと思われるかもしれ

ません。実はごみ箱を置いてしまうと逆にそこにごみを置いてしまえって

いう方が結構いらっしゃって、ごみ箱を置いていると逆にごみが増えてし

まうという残念な例もあるようです。なんか自分さえよかったらいいみた

いな風潮になってるんで嫌なことでありますけれども。  

冒頭に標高マップシステムのことを紹介しましたが、今堀江地区、これ

また市役所のホームページを見ていただいたらと思うんですが、標高マッ

プシステムということで堀江地区も色づけされております。低いところが

緑、そしてオレンジ、赤というふうに色が変わっていきますので、見てい

ただいたら自分のところがどれくらいの標高なのかというのが見ていた

だけますので、また確認していただいたらと思います。また防災のことで

言いますと、皆さんのお家に防災マップをお配りしてるんですが、防災マ

ップを全戸配布したあと東日本大震災が起こってしまったんですけど、あ

の防災マップ全然役に立たなくなったわけではありません。大変有益な情

報があの中には詰まってますのでぜひ見てください、そして備えてくださ

い。最初のページにこの松山でも何らかの災害に遭うと思ってる人は８割

いるんです。でもタンスが倒れないようにとかそういう準備している人は

いますか、どれくらいの人が準備してますかといったら２割くらいの人し

かやってないんです。これ皆さんのお家にもあります、有益な情報があり

ますんで、心配し過ぎることはありません。過ぎたるは及ばざるがごとし
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っていう言葉がありますように、松山の津波が来るのは２時間１０分後と

想定ではされておりますので、東北とはやっぱ地形が全く違いますので津

波のスピード、時間違いますので、過ぎたるは及ばざるがごとし。ちゃん

と現実を捉えて皆さま方も私どもも対処していくことが大事ですので、ま

た防災マップ見ていただいたらと思います。  

最後に、今日ほんとに長時間ありがとうございました。１５の質問、必

ず持ち帰らせていただいて市役所内でよくよく検討させていただいて、１

カ月を目途に返答させていただきます。聞きっぱなしにはいたしません。

やりっぱなしにはいたしません。最後に私からお願いですが、私はよく職

員に言っているのは、市役所というのは、市民の皆さんの役に立つところ

でないといかんと思っています。皆さんからお声をいただいて直ちにでき

ないこともあると思いますが、市役所と皆さま方が対立するようなことで

は物ごとが前に向かって進んでいきません。もしすぐにできないことがあ

っても、こういうやり方もあるんですよと情報提供をすることもできます。

市役所を敷居の高いところだと思わないで、皆さんの役に立つところで市

役所だと思っておりますので、どうぞお気軽にさまざま相談していただい

たらと思います。よろしくお願いします。また今回ちょっと言えんかった

んよという方は、市長に宛ててのハガキ、メール制度もありますので、そ

んなので言っていただいてもいいですし、窓口常に開いておりますのでま

た遠慮なく言っていただいたらと思います。今日、通学路のことでここが

危ないんよいうことありましたら、この後すぐに帰るわけではありません

ので、また通学路以外で道路でちょっと危ないようなところがありました

らおりますのでまた言っていただいたらと思います。これからも皆さまの

声をよくよく聴きながら市政に反映していきたいと思いますので、これか

らも皆さまのお力添えをよろしくお願いいたします。今日は本当にありが

とうございました。  

 

―  了  ―  


